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【２００９岩倉の花鳥～芙蓉】 
　フヨウは真っ白と淡紅色の花があり、普通淡紅色で
直径１０～１３ｃｍくらい。花は７～１０月に咲く。
朝開花し夕方にしぼむ。短命な１日花であるためか、
鮮やかさの中にも、憂いを含むこの花は日本でも画家
たちに古くから描かれてきた。室町時代の雪舟をはじ
め、狩野永徳、長谷川等伯らに描かれ、また中国の牧
谿筆「芙蓉図」が京都・大徳寺に残されている。この
ようにフヨウは「名花中の名花」であったといっても
過言ではない。 

　わが家の庭にも合計３株と盆栽で睡芙蓉がある。生
成がよく夏から秋にかけて長く毎日楽しめるのでつい
ふえてしまった。樹高は１.５～３ｍくらいになるの
で場所をとり、毎年花が終わると根元でバッサリ切っ
てしまう。夏には虫がつきやすいので消毒をし、風通
しをよくするために間引きというか、ずいぶん枝切り
をする。富貴な花姿、清楚で鮮やかさのある夏の名花
である。 

日本画　大野幹彦 

たんこうしょく 

うれ 
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▲６月２８日、市役所１階市民ス

ペースで、ロビーコンサートが

行われました。 
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小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 
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住宅用太陽光発電システムの設置 
費を補助します 
住宅を省エネ改修したときは固定 
資産税を減額します 
私道整備工事費を補助します 
木造住宅の無料耐震診断をしましょう 
介護予防のための生活機能検査を 
実施します 
岩倉市敬老会を開催します 
岩倉市平和祈念戦没者追悼式を行 
います 
結婚５０周年・結婚６０周年のご夫婦 
をお祝いします 
福祉医療費助成制度をお知らせし 
ます 
退職者医療制度をお知らせします 
児童扶養手当などの現況届・所得状 
況届の提出 
市民芸術劇場青島広志の「とってお 
きの音楽会～ペール・ギュントの大 
冒険」 
教育講演会を行います 
第３３回市民音楽祭の出演者を募集 
します 
岩倉市ジュニアオーケストラの新団 
員を募集します 
プラスチック製容器包装（青袋）にご 
みや他の資源を混ぜないで 
生ごみは水分をよく切って 
多重債務者相談 
大型紙芝居を貸し出します 
教育相談 
定額給付金の申請はお済みですか 
第４回愛知県市町村対抗駅伝競走大 
会の参加者を募集します 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 
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　当日は、会場周辺の混雑が予想されますので、右図のと

おり交通規制を行います。 

　また、駐車場の収容台数に限りがありますので、車でのお

出かけはご遠慮ください。 

～お願い～ 

　岩倉市と岩倉市商工会は、夏の恒例行事となっている夏まつ

り市民盆おどりを開催します。 

　岩倉音頭などおなじみの踊りのほかにごちそう讃・大漁まつり

などもお楽しみください。 

　８月２２日（土）には、盆おどり終了後花火大会を予定していま

す。ご家族やお友達と一緒にお出かけください。 

※花火大会は盆おどり最終日に行いますので、２１日（金）または

２２日（土）が雨天順延の場合は２３日（日）に行います（強風など

天候の都合により中止になる場合もあります）。 

●と　き　８月２１日（金）・２２日（土）午後７時～ 

※雨天で中止した場合の予備日は２３日（日） 

●ところ　総合体育文化センター駐車場（右図のとおり） 

●盆おどり曲目　岩倉が好きです、岩倉音頭　ほか 

●問合先　商工農政課商工観光グループ（☎３８－５８１２）、ま

たは岩倉市商工会（☎６６－３４００）まで。 

さん 
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　市内では、自転車盗をはじめとする犯罪が起きています。一番の防犯対策は「地域の目」を光らせるこ
と。地域安全パトロールを活発にし、犯罪にあわない・犯罪を起こさせない・犯罪を見逃さないための活
動を継続しましょう。市民の皆さんのご協力をお願いします。 
　夏の安全なまちづくり県民運動（８月１日～１０日）にあわせて、いま一度身の回りの安全の再チェッ
クをしてみてください。 

●子どもが被害者となる事件・事故の防止 
・子どもと一緒に「こども１１０番の家」の場所を確認！ 

・子どもが出かけるときは、必ず行き先を告げさせる！ 

・子どもに防犯ブザーや笛を持たせて、いつでも使えるように！ 

★連れ去りに注意⇒「助けてー」と大声で叫ぼう 

●ひったくり、性犯罪等、女性が被害者となりやすい犯罪の防止 
・なるべく人通りが多い明るい道を通りましょう！ 

・防犯ブザーや笛を携帯し、いつでも使える状態に！ 

・後ろから近づいてくる自転車・バイク等には要注意！ 

・在宅中も確実に戸締り！　帰宅時には、周囲に十分注意！ 

☆ひったくりに注意⇒カバンは車道と反対側に 
被害者の９３％は女性（県内平成２０年中） 

・Ｂａｇ（カバンの持ち方注意！） 

・Ｂａｃｋ（後方注意！） 

・Ｂｉｋｅ（バイク・自転車注意！）の３Ｂ作戦。 

なお、自転車前かごには防犯ネットを！ 

市内の状況（１月～６月末現在） 
・ひったくり 

　　　　８件（犯罪率４位） 

・女性への犯罪 

　　　　２件（犯罪率３位） 

 ・知らない人についていかない 
・みんなと、いつも一緒 
・行き先や帰る時間をきちんと知らせる 
・こわいときはおおごえで助けを呼ぶ 
・何かされそうになったらにげる 

犯罪にあわないお約束 

【つみきおに】 
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●
市
政
の
窓
●
 

市内の状況（１月～６月末現在） 
・自動車盗 

　　３３件（犯罪率２位） 

・車上狙い（カバン等） 

　　５１件（犯罪率１７位） 

・部品狙い（カーナビ等） 

　　６８件（犯罪率５位） 

・空き巣 

　　２７件（犯罪率５位） 

多発する自転車盗、 
自動車関連窃盗、 
住宅侵入盗の防止 

　市内では、自転車の盗難が非常に多発しています。 

　警察・行政の対策と並んで、市民の皆さんにも盗難防止へのお願い

が必要な状況です。防犯のポイントを実行し、ご自身の自転車を盗難

から守ってください。 

　ちなみに人口１，０００人のうち何人が被害にあったかを表す犯罪

率では、県内ワースト１位となっています。 

 

 

 

・自転車盗約２万７千件のうち無施錠被害が４６％、被害者の３９％

　が中高生（県内平成２０年中） 

・明るく管理された駐輪場を選び、必ずカギをかけよう！ 

・自宅の敷地からも、自転車盗にあう実態があります。自宅でも２ロ

　ックをするようにしましょう。 

☆自転車の盗難に注意⇒ カギを２つかけよう！ 
防犯登録をしよう！ 

発生数　１５８件（県内３１位） 

犯罪率　３．２７件／１，０００人（県内１位）１月～６月末現在 

・ 車両から離れるときは短時間でもカギをしっかりかけましょう！ 

・ イモビライザや警報機などの盗難防止のための装置の取り付けを！ 

・ 短時間の外出でもカギをしっかりかけましょう！ 

・ 門灯や玄関灯を一晩中つけるなど、家の周りを常に明るく！ 

・ 留守を悟られないようにし、貴重品は分散して保管！ 

・ 不審者を寄せ付けないよう地域ぐるみで「あいさつ・声かけ」運動！ 

●高齢者等が被害者となりやすい振り込め詐欺の防止 

☆振り込め詐欺に注意⇒すぐに振り込まない！ 

●問合先　江南警察署生活安全課（☎５６－０１１０）、または行政課生活安全グループ（☎３８－５８０４）まで。 

① すぐに振り込まない！ 

② ひとりで振り込まない！ 

③ 必ず誰かに相談する！ 

被害総額は約１５億３千万円（県内平成２０年中） 

「還付金がありますよ！」「スーパーなどのＡＴＭで！」 

「すぐに振り込んで！」 

電話でこんなことを言われても 
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住
宅
を
省
エ
ネ
改
修
し
た
と
き
 

は
固
定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す
 

私
道
整
備
工
事
費
を
補
 

助
し
ま
す
 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
 

ム
の
設
置
費
を
補
助
し
ま
す
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に
対
し
、
次
の
と

お
り
設
置
費
を
補
助
し
ま
す
。
 

●
対
象
シ
ス
テ
ム
　
住
宅
の
屋
根
等
へ
の

設
置
に
適
し
た
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流

有
り
で
連
結
す
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

で
未
使
用
の
も
の
 

●
補
助
対
象
者
　
 

①
市
内
に
自
ら
が
所
有
し
、
か
つ
、
居
住

す
る
住
宅
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
人
、
ま
た
は
市
内
に
自
ら
の
居

住
の
用
に
供
す
る
た
め
新
築
す
る
住
宅
に

あ
わ
せ
て
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
人
 

②
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
、
建
売
住

宅
供
給
者
か
ら
対
象
シ
ス
テ
ム
付
き
新
築

住
宅
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
人
 

●
補
助
の
金
額
　
発
電
シ
ス
テ
ム
を
構
成

す
る
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力

値
（
単
位
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。
出
力
４
㌔
㍗

を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
４
㌔
㍗
と
し

て
計
算
）
に
２
万
円
を
乗
じ
た
額
 

●
申
込
方
法
　
環
境
保
全
課
環
境
グ
ル
ー

プ
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
で
。
 

      　
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
家
庭
部
門
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
を
図
る
た
め
、
既
存

住
宅
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
省
エ
ネ
改

修
工
事
を
行
っ
た
場
合
の
固
定
資
産
税
に

対
す
る
特
例
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
平
成
２０
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ

て
い
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
で
、

平
成
２２
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
、
省
エ

ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
当
該
家
屋

に
係
る
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
（
１

２
０
平
方
㍍
相
当
分
ま
で
に
限
る
）
を
３

分
の
１
減
額
し
ま
す
。
 

●
「
省
エ
ネ
改
修
工
事
」
の
要
件
　
次
の
 

要
件
を
満
た
す
工
事
で
あ
る
こ
と
 

★
次
の
イ
の
工
事
、
ま
た
は
イ
と
合
わ
せ

て
行
う
ロ
〜
ニ
の
工
事
で
あ
る
こ
と
 

イ
　
窓
の
断
熱
改
修
工
事
（
必
須
）
 

ロ
　
床
の
断
熱
改
修
工
事
 

ハ
　
天
井
の
断
熱
改
修
工
事
 

ニ
　
壁
の
断
熱
改
修
工
事
 

★
改
修
部
位
が
い
ず
れ
も
現
行
の
省
エ
ネ

基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と（
た
だ
し
、

新
築
・
住
宅
耐
震
改
修
等
で
、
す
で
に
固

定
資
産
税
の
減
額
措
置
を
受
け
て
い
る
場

合
を
除
く
）
 

★
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
合

計
が
３０
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
 

●
申
請
方
法
　
改
修
後
３
か
月
以
内
に
減

額
適
用
申
告
書
・
工
事
費
用
明
細
書
・
写

真
等
の
関
係
書
類
、
改
修
工
事
が
行
わ
れ

た
こ
と
を
証
す
る
「
熱
損
失
防
止
改
修
工

事
証
明
書
」
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
 

●
申
請
・
問
合
先
　
税
務
課
課
税
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
６
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
私
道
の
整
備
を
す
る
人

に
、
工
事
費
用
の
６
割
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
私
道
の
舗
装
、
側
溝
工
事
を
お
考
え

の
人
は
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
補
助
の
対
象
と
な
る
私
道
に
つ

い
て
は
、
道
路
幅
や
沿
道
状
況
な
ど
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
都
市
整
備
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

●
補
助
金
交
付
の
た
め
の
主
な
条
件
 

①
道
路
幅
が
、
１
・
５
㍍
以
上
。
た
だ
し
、

道
路
の
一
端
が
行
き
止
ま
り
の
も
の
（
延

長
が
１５
㍍
以
上
私
道
に
接
し
た
土
地
利

用
で
家
屋
が
３
戸
以
上
の
も
の
に
限
る
）

に
あ
っ
て
は
、
道
路
幅
が
２
㍍
以
上
 

②
私
道
に
面
し
て
家
屋
が
４０
㌫
以
上
連

な
っ
て
い
る
こ
と
 

ぎ
ゃ
く
ち
ょ
う
り
ゅ
う
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●
市
政
の
窓
●
 

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
 

診
断
を
し
ま
し
ょ
う
 

介
護
予
防
の
た
め
の
生
活
機
 

能
検
査
を
実
施
し
ま
す
 

岩
倉
市
敬
老
会
を
開
催
 

し
ま
す
 

③
日
常
生
活
に
利
用
し
て
、
８
年
以
上
経

過
し
て
い
る
こ
と
 

●
補
助
率
　
整
備
工
事
費
の
６０
㌫
 

●
申
請
書
類
　
私
道
整
備
工
事
費
補
助
金

交
付
申
請
書
を
、
都
市
整
備
課
維
持
グ
ル

ー
プ
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
都
市
整
備
課
維
持
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
３
）
ま
で
。
 

      　
古
い
住
宅
で
は
耐
震
性
が
現
在
の
基
準

に
比
べ
て
低
い
も
の
が
多
く
、
大
き
な
地

震
が
起
こ
っ
た
と
き
に
倒
壊
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
 

　
か
け
が
え
の
な
い
人
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
ま
ず
は
、
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震

診
断
を
し
て
、
お
住
ま
い
の
耐
震
性
能
を

し
っ
か
り
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅
 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以

前
に
着
工
 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
、
ま
た
は
伝
統

構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル

構
法
な
ど
は
対
象
外
）
 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長

屋
、
共
同
住
宅
（
空
家
は
対
象
外
）
 

　
木
造
住
宅
だ
け
で
な
く
非
木
造
住
宅（
構

造
が
鉄
骨
造
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
）

に
つ
い
て
も
耐
震
診
断
費
の
補
助
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

希
望
さ
れ
る
人
は
簡
易
耐
震
診
断
票
に
、

ま
た
、
非
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
都
市
整
備
課
ま
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
 

　
耐
震
診
断
で
、
耐
震
性
能
が
低
い
と
判

定
さ
れ
た
場
合
は
、
耐
震
改
修
工
事
を
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
 

　
無
料
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震

改
修
工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、
耐

震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。
 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
 

　
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
で
、

判
定
値
が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
旧

基
準
木
造
住
宅
（
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以

前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
）で
、
判
定
値

を
１
・
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
。

た
だ
し
、
耐
震
補
強
上
有
効
な
耐
震
改
修

工
事
（
判
定
値
に
０
・
３
を
加
算
し
た
数

値
以
上
と
す
る
）
に
限
る
。
 

●
補
助
金
額
　
１
戸
あ
た
り
６０
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
（
た
だ
し
、
６０
万
円
未
満

の
場
合
は
、
そ
の
金
額
と
な
り
ま
す
）
。
 

●
対
象
　
１
敷
地
に
１
戸
 

●
申
込
方
法
　
都
市
整
備
課
計
画
グ
ル
ー

プ
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

税
制
の
特
例
措
置
の
適
用
が
あ
り
ま
す
 

　
耐
震
改
修
費
補
助
を
利
用
し
た
場
合
、

耐
震
改
修
工
事
費
の
１０
㌫
相
当
額
（
２０

万
円
を
限
度
）
が
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。
 

　
固
定
資
産
税
は
、
平
成
２７
年
度
ま
で
に

一
定
の
条
件
に
適
合
す
る
耐
震
改
修
工
事

を
行
っ
た
場
合
、
固
定
資
産
税
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
都
市
整
備
課
（
☎
３
８
‐
５

８
１
４
）、ま
た
は
税
務
課
（
☎
３
８
‐
５

８
０
６
）
ま
で
。
 

      　
６５
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
４
月
に
行
っ

た
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
結
果
、

介
護
予
防
の
必
要
度
が
高
い
と
判
定
さ
れ

た
人
に
、
心
電
図
、
血
液
検
査
な
ど
の
「
生

活
機
能
検
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
生
活
機
能
検
査
は
、
介
護
予
防
事
業
の

基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
、
８
月
か
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
う
健
康
診
査
に
併
せ
て

実
施
し
ま
す
。
対
象
と
な
ら
れ
た
人
に
は
、

８
月
初
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
受
診
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

      　
老
人
福
祉
法
で
は
９
月
１５
日
（火）
か
ら

２１
日
（月） 

（祝）
ま
で
を
老
人
週
間
と
定
め
て

い
ま
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
こ
の
老
人
週
間
に
合
わ

せ
て
、
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
９
月
１９
日
（土）
午
前
１０
時
〜
正
午
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
内
容
　
式
典
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

●
対
象
者
　
８０
歳
以
上
（
昭
和
４
年
１２

月
３１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人
。
 

※
対
象
の
人
へ
は
、
８
月
中
旬
に
案
内
を

送
付
し
ま
す
。
 

※
送
迎
バ
ス
の
ご
案
内
は
、
９
月
１
日
号

の
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
介
護
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
０
９
）
ま
で
。
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岩
倉
市
平
和
祈
念
戦
没
 

者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
 

      　
過
去
の
戦
争
で
、
岩
倉
市
で
も
多
く
の

人
が
亡
く
な
っ
た
ほ
か
、
被
災
さ
れ
た
人

が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
 

　
今
日
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
と
繁
栄
は
、

多
く
の
尊
い
犠
牲
者
の
礎
の
う
え
に
、
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
深
く
思

い
を
め
ぐ
ら
し
、
岩
倉
市
を
あ
げ
て
追
悼

の
意
を
表
し
、
恒
久
の
平
和
を
祈
念
す
る

た
め
、「
平
和
祈
念
戦
没
者
追
悼
式
」
を
行

い
ま
す
。
 

　
ご
遺
族
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
参
列
を
お
待
ち
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
８
月
１５
日
（土）
午
前
１１
時
５０
分

〜
（
受
付
開
始
午
前
１１
時
）
 

※
終
了
は
午
後
１
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊
と
平
和
を

祈
念
し
て
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
 

　
原
爆
被
爆
６４
周
年
と
終
戦
の
日
を
迎

え
、
広
島
市
、
長
崎
市
、
国
で
は
、
原
爆

死
没
者
・
戦
没
者
を
慰
霊
し
、
世
界
の
恒

久
平
和
を
祈
念
す
る
式
典
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
ま
す
。
 

　
岩
倉
市
で
も
、
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
人
々
を
慰
霊
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
職
場
や
ご
家
庭
で
黙

と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

・
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平

和
祈
念
式
 

８
月
６
日
（木）
午
前
８
時
１５
分
 

・
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
 

８
月
９
日
（日）
午
前
１１
時
２
分
 

・
全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
日
本
武
道
館
）
 

・
岩
倉
市
平
和
祈
念
戦
没
者
追
悼
式
（
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
）
 

８
月
１５
日
（土）
正
午
 

戦
争
パ
ネ
ル
展
「
原
爆
と
人
間
展
」
 

　
被
爆
者
の
方
々
が
自
分
た
ち
の
手
で
作

っ
た
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
８
月
４
日
（火）
〜
１６
日
（日）
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
 

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
 

　
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
を
慰
霊
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
鐘
が
、
岩
倉
市
仏
教
会

の
協
力
に
よ
り
、
市
内
各
寺
院
で
打
ち
鳴

ら
さ
れ
ま
す
。
 

●
と
き
　
８
月
１５
日
（土）
正
午
 

●
と
こ
ろ
　
市
内
各
寺
院
 

　
ま
た
、
證
法
寺
（
本
町
）
で
は
、
正
午

か
ら
皆
さ
ん
に
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
介
護
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
０
９
）
ま
で
。
 

●
市
政
の
窓
●
 

●問合先　結婚５０年金婚祝賀会　介護福祉課福祉グループ（☎３８－５８０９）まで。 
　　　　　結婚６０年ダイヤモンド婚表彰　秘書課秘書人事グループ（☎３８－５８０１）まで。 

結婚５０年・結婚６０年のご夫婦をお祝いします 

とき ところ 内容 対象者（平成２１年１月１日現在引き 
続き１年以上市内に在住のこと） 

結婚５０年 
金婚祝賀会 

１１／２１（土） 
午前１０時～ 

総合体育 
文化セン 
ター多目 
的ホール 

１２／１（火）　 
午前１０時～ 

結婚６０年 
ダイヤモンド 
婚表彰 

申込方法 受付期限 

式典（お祝
いの品の贈
呈など）・アト
ラクション 

市制３８周
年記念式典
（表彰・記念
品贈呈） 

平成２１年１月１日から１２月３１
日までの間に、結婚５０年目を
迎えられるご夫婦（昭和３５
年１月１日～１２月３１日までに
婚姻の届出をしている人）、
またはすでに結婚５０年を迎
えているが（都合で）今まで
に申し出ていないご夫婦。 

平成２１年１月１日から１２月３１
日までの間に、結婚６０年目を
迎えられるご夫婦（昭和２５
年１月１日～１２月３１日までに
婚姻の届出をしている人）、
またはすでに結婚６０年を迎
えているが（都合で）今まで
に申し出ていないご夫婦。 

介護福祉課にある「金
婚祝申請書」に戸籍謄
本を添えて提出してくだ
さい。資格確認後金婚
祝賀会案内状を送付し
ます。 

秘書課にある「ダイヤモ
ンド婚申請書」に戸籍
謄本を添えて提出してく
ださい。資格確認後、市
制３８周年記念式典案
内状を送付します。なお、
本市での金婚祝賀会に
出席されたご夫婦は、戸
籍謄本はいりません。 

８／１４（金） 
（土・日曜日を
除く） 

し
ょ
う
ぼ
う
じ
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●
市
政
の
窓
●
 

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
 

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

      　
市
内
在
住
か
居
住
地
特
例
の
対
象
と
な

り
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
を
対

象
に
下
表
の
医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
 

　
申
請
の
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
市

民
窓
口
課
保
険
医
療
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

居
住
地
特
例
と
は
…
 

　
病
院
へ
の
入
院
な
ど
に
よ
り
市
外
に
住

所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
人
を
市
内

居
住
者
と
同
じ
よ
う
に
取
り
扱
う
こ
と
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

※入院時の食事代、差額室料などは対象になりません。 
注１）　母子（父子）家庭の母（父）とは 
　　１　配偶者と死別して現に婚姻していない人　　　　　　　　　　　２　離婚して現に婚姻していない人 
　　３　配偶者の生死が１年以上明らかでない人　　　　　　　　　　　４　配偶者から１年以上遺棄されている人 
　　５　配偶者が精神または身体の障害により長期にわたって労働能力を失っているため、その扶養を受けることができない人 
　　６　配偶者が法令により、１年以上拘禁されているため、その扶養を受けることができない人 
　　７　婚姻によらないで母または父となり、現に婚姻していない人 

・中学生以下の子ども（小学生以上は、障害者医療、母子 
家庭等医療の助成対象でない場合に限ります） 
 
・身体障害者手帳１～３級 
・　　　〃　　　４級（腎臓機能障害） 
・　　　〃　　　４～６級（進行性筋萎縮症） 
・知能指数が５０以下の知的障害者 
・自閉症状群と診断された人（高機能自閉症、アスペルガ 
ー症候群を含む） 
※後期高齢者医療制度に加入できる人を除きます 
 
・障害者自立支援法第５８条第１項の自立支援医療（精 
神通院）を受けている人 
 
・精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第５条の 
規定による精神障害者と診断され入院した人 
※アルコール依存症など病名により助成が受けられない 
場合があります 
 
・精神障害者保健福祉手帳１・２級 
※後期高齢者医療制度に加入できる人を除きます 
 
・１８歳以下の子を扶養している母子家庭の母、父子家庭 
の父（注１） 
・母子（父子）家庭の母（父）に扶養されている１８歳以下 
の子 
・父母のいない１８歳以下の子 
※子が１８歳に達した日の属する年度の末日まで 
※後期高齢者医療制度に加入できる人を除きます 
※所得制限があります 
 
後期高齢者医療制度の加入者または昭和９年９月３０日以前 
生まれの人で一部負担金の支払いが困難と認められる人 

保険診療の自己負担額 
※小学校４年生以上は入院のみ 

保険診療の自己負担額 

その精神通院治療に係る保険診療の自己負担額 

その入院治療に係る保険診療の自己負担額の２分の１ 

精神疾病での入院に係る保険診療の自己負担額 
精神以外の疾病での入院に係る保険診療の自己負担 
額の２分の１ 

保険診療の自己負担額 

子ども医療 

制度名 対象者 助成内容など 

障害者医療 

母子家庭等 
医療 

後期高齢者 
福祉医療 

保険診療の自己負担額 

身体障害者、知的障害者、精神障害者、戦傷病者やひとり暮らし、寝たきり、認知症と認められる住民税非課税世 
帯の人など 



      　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
長
い
間

会
社
や
役
所
に
勤
め
、
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る

人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、
６５
歳
に
到
達
す

る
ま
で
の
間
、「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
医

療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
適
用
の
条
件
に
該
当
さ
れ
る
人
は
、
年

金
証
書（
加
入
期
間
の
証
明
で
き
る
も
の
）、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
を
ご

持
参
の
う
え
、
市
役
所
１
階
市
民
窓
口
課

保
険
医
療
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
 

●
適
用
条
件
 

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
 

②
６５
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
 

③
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
あ
る
い
は
各
種

共
済
組
合
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年
金
、
ま

た
は
通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て

い
る
こ
と
 

④
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
の
被
用
者

年
金
保
険
の
加
入
期
間
の
合
計
が
２０
年

以
上
、
ま
た
は
４０
歳
以
後
の
期
間
が
１０

年
以
上
あ
る
こ
と
（
国
民
年
金
は
除
く
）
 

⑤
右
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
人
（
退
職
被

保
険
者
本
人
）
の
配
偶
者
、
３
親
等
内
の

親
族
で
退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
一
世

帯
で
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険
者
本
人
に

よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
る
年
間
収
入
が

１
３
０
万
円
以
下
の
人
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

      　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
愛
知
県
遺
児

手
当
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
、
郵
送

し
ま
す
今
年
度
の
現
況
届
・
所
得
状
況
届

を
８
月
３１
日
（月）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
こ
の
届
け
は
、
手
当
が
引
き
続
き
受
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
大
切
な
届

け
で
す
の
で
、
必
ず
児
童
家
庭
課
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
手
続
き
に
は
、
受
給
要
件
に
よ
っ
て
現

況
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
提
出
の
と
き
は
お
手
元
の

資
料
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
５

年
等
を
経
過
し
て
い
る
人
で
、
一
部
支
給

停
止
該
当
者
は
、
別
に
郵
送
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
、
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外

届
出
書
と
そ
の
事
実
を
確
認
で
き
る
書
類

も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
 

●
提
出
・
問
合
先
　
児
童
家
庭
課
家
庭
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
０
）
ま
で
。
 

      　
今
回
の
市
民
芸
術
劇
場
は
、
作
曲
家
に

し
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
あ
る
青
島
広
志
さ

ん
の
登
場
で
す
。
イ
プ
セ
ン
が
書
い
た
戯

曲「
ペ
ー
ル
・
ギ
ュ
ン
ト
」
。
自
由
奔
放
な

主
人
公
ペ
ー
ル
が
世
界
中
を
旅
す
る
な
か

で
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
魔
物
と
繰
り
広
げ
る

奇
想
天
外
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
青
島
さ
ん
が

楽
し
い
冒
険
音
楽
に
作
り
変
え
ま
し
た
。

青
島
さ
ん
の
軽
快
な
お
し
ゃ
べ
り
と
素
敵

な
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
１１
月
１４
日
（土）
午
後
１
時
３０
分

開
演
（
午
後
１
時
開
場
）
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
演
目
　
「
椿
姫
」
よ
り
“
乾
杯
の
歌
”

／
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、「
カ
ル
メ
ン
」
よ
り
“
ハ

バ
ネ
ラ
”／
ビ
ゼ
ー
、
オ
ブ
・
ラ
・
デ
ィ
・

オ
ブ
・
ラ
・
ダ
／
ビ
ー
ト
ル
ズ
　
ほ
か
 

●
出
演
　
青
島
広
志
／
ピ
ア
ノ
と
お
話
、

小
野
勉
／
テ
ノ
ー
ル
、
横
山
美
奈
・
江
口

二
美
／
ソ
プ
ラ
ノ
　
ほ
か
 

●
入
場
料
　
一
般
　
１
千
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
　
７
０
０
円
 

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
　
８
月
１８
日
（火）
午

前
９
時
〜
 

●
販
売
所
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
 

●
主
催
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

             　
人
と
う
ま
く
か
か
わ
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
。
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
う
ま
く
支

援
で
き
な
い
で
い
る
大
人
た
ち
。
現
実
の

子
ど
も
た
ち
を
真
正
面
か
ら
見
据
え
、
大

人
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支
援
で
き
る
か
、

そ
の
方
策
を
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
話

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
お
話
い
た
だ
く
の
は
、
名
城
大
学
准
教

授
曽
山
和
彦
先
生
で
す
。特
別
支
援
学
校
、

教
育
行
政
、
大
学
生
の
育
成
等
豊
富
な
ご
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退
職
者
医
療
制
度
を
お
 

知
ら
せ
し
ま
す
 

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
現
況
 

届
・
所
得
状
況
届
の
提
出
 

教
育
講
演
会
を
行
い
ま
す
 

●
市
政
の
窓
●
 

あ
お
し
ま
ひ
ろ
し
 

お

の
つ
と
む
 

つ
ぐ
み
 

よ
こ
や
ま
み

な
 

え

ぐ
ち
 

そ
や
ま
か
ず
ひ
こ
 

市
民
芸
術
劇
場
 

青
島
広
志
の「
と
っ
て
お
 

き
の
音
楽
会
〜
ペ
ー
ル
・
 

ギ
ュ
ン
ト
の
大
冒
険
」
 



経
験
と
、
学
校
心
理
士
、
教
育
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
し
て
の
専
門
的
な
見
地
に
た
っ
た

先
生
の
お
話
に
耳
を
傾
け
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
 

●
と
き
　
８
月
２５
日
（火）
午
前
９
時
２５
分

〜
１１
時
２０
分（
開
会
、閉
会
行
事
を
含
む
）
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
演
題
　
「
子
ど
も
の
心
を
育
て
る
た
め

に
〜
伝
わ
る
言
葉
の
か
け
方
〜
」
 

●
参
加
費
　
無
料
 

●
主
催
　
岩
倉
市
教
育
研
究
会
、
岩
倉
市

小
中
学
校
生
徒
指
導
推
進
協
議
会
 

●
問
合
先
　
岩
倉
北
小
学
校
（
☎
３
７
‐

１
２
２
１
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
音
楽
に
親
し
む
市
民
の

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
今
年
度
も
市
民
音
楽
祭

を
開
催
し
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
の
出
演
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●
と
き
　
１１
月
１
日
（日）
午
前
１０
時
〜
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
ジ
ャ
ン
ル
　
邦
楽
、
洋
楽
、
民
謡
、
吹

奏
楽
、
合
唱
、
フ
ォ
ー
ク
な
ど
（
カ
ラ
オ

ケ
は
除
く
）
。
 

●
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

の
少
人
数
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
 

●
演
奏
時
間
　
１５
分
程
度
 

●
申
込
期
間
　
８
月
３
日
（月）
〜
３１
日
（月）
 

●
申
込
方
法
　
市
役
所
６
階
生
涯
学
習
課

に
備
え
て
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
定
員
　
２０
組
程
度
 

※
た
だ
し
、
申
込
多
数
の
場
合
は
、
出
演

を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

グ
ル
ー
プ（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

      　
現
在
の
団
員
数
は
６６
人
。
セ
ン
ト
ラ
ル

愛
知
交
響
楽
団
の
指
導
の
下
、
団
員
は
、

９
月
の
定
期
演
奏
会
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
演
奏
会
に
向
け
て
一
生
懸
命
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
 

　
今
回
、
楽
団
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、

次
の
と
お
り
団
員
の
募
集
を
し
ま
す
。
 

●
募
集
内
容
 

①
単
科
（
初
心
者
）
ク
ラ
ス
 

●
募
集
パ
ー
ト
 

・
弦
楽
器
…
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ

ェ
ロ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
 

・
木
管
楽
器
…
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
 

・
金
管
楽
器
…
ホ
ル
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
 

・
打
楽
器
…
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

●
募
集
人
数
　
各
パ
ー
ト
と
も
数
人
 

●
条
件
　
小
学
校
３
年
生
〜
中
学
校
３
年

生
の
初
心
者
 

※
パ
ー
ト
に
よ
り
貸
し
出
し
で
き
る
楽
器

が
あ
り
ま
す
。
 

②
合
奏
（
経
験
者
）
ク
ラ
ス
 

●
募
集
パ
ー
ト
 

・
弦
楽
器
…
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ

ェ
ロ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
 

・
木
管
楽
器
…
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
 

・
金
管
楽
器
…
ホ
ル
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
 

・
打
楽
器
…
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

●
募
集
人
数
　
各
パ
ー
ト
と
も
数
人
 

●
条
件
 

・
小
学
校
４
年
生
〜
大
学
４
年
生
経
験
者
 

・
自
分
で
楽
器
を
持
っ
て
お
り
（
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
、
オ
ー
ボ
エ
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
ホ

ル
ン
、
打
楽
器
を
除
く
）
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

と
中
級
程
度
の
曲
が
演
奏
で
き
る
人
 

●
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
が
市
役
所
６
階

生
涯
学
習
課
、
公
民
館
、
総
合
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
の
う

え
、
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い

（
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者
の
同
意
が
必

要
で
す
）
。
 

●
応
募
先
　
生
涯
学
習
課
（
郵
送
可
。
〒

４
８
２
‐
８
６
８
６
〔
住
所
不
要
〕
生
涯

学
習
課
）
 

●
応
募
締
切
　
９
月
１１
日
（金）
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
 

●
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
２０
日
（日）
午
後

５
時
３０
分
〜
（
詳
細
に
つ
い
て
は
応
募
の

際
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
 

●
内
容
 

★
単
科
ク
ラ
ス
…
簡
単
な
音
感
テ
ス
ト
、

面
接
 

★
合
奏
ク
ラ
ス
…
実
技
テ
ス
ト
（
自
分
の

得
意
な
曲
を
１
曲
演
奏
）
、
面
接
 

●
持
ち
物
　
楽
譜
、
楽
器
（
合
奏
ク
ラ
ス

の
み
）
 

※
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
保
護
者
（
ま
た

は
近
親
者
）
同
伴
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
 

練
習
 

●
練
習
日
　
単
科
ク
ラ
ス
、
合
奏
ク
ラ
ス

と
も
原
則
日
曜
日
月
２
回
（
お
よ
び
集
中

練
習
）
 

●
練
習
会
場
　
消
防
署
ほ
か
市
内
各
施
設
 

●
指
導
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
 

●
費
用
 

★
団
費
…
月
額
２
千
円
 

★
保
険
料
…
年
額
６
０
０
円
 

★
保
護
者
会
費
…
年
額
５
千
円
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル

ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
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●
市
政
の
窓
●
 

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
 

ラ
の
新
団
員
を
募
集
し
ま
す
 

第
３３
回
市
民
音
楽
祭
の
 

出
演
者
を
募
集
し
ま
す
 



      プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
に

入
れ
る
も
の
と
は
…
 

       　
商
品
を
買
っ
た
と
き
に
商
品
が
入
れ
ら

れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
包
装
で

す
。
例
え
ば
、
袋
や
ふ
た
、
カ
ッ
プ
、
シ

ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
ボ
ト
ル
、
ネ
ッ
ト
、
食

品
ト
レ
イ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
包
装
で
す
。
な
お
、

　
が
つ
い
た
も
の
は
す
べ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
資
源
に
な
り
ま
す
。
 

　
従
っ
て
、
バ
ケ
ツ
、
歯
ブ
ラ
シ
や
お
も

ち
ゃ
な
ど
は
、
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご

み
に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
最
近
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
の
袋
に
入
れ
て

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
月
に
１
回
の
分
別
収

集
の
日
に
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
資
源
の
袋
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
入
れ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
分
別
収

集
へ
 

　
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶
が

混
入
し
て
い
る
と
、
収
集
車
両
で
火
災
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
タ
ー

や
ス
プ
レ
ー
缶
は
分
別
収
集
の
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
、

使
い
切
っ
て
穴
を
あ
け
て
か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
廃
棄
物
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）、ま
た
は
清
掃

事
務
所
（
☎
６
６
‐
５
９
１
２
）
ま
で
。
 

             料
理
く
ず
な
ど
の
生
ご
み
は
水
分
を

よ
く
切
っ
て
 

　
こ
の
季
節
は
ス
イ
カ
な
ど
の
水
分
を
含

ん
だ
食
べ
物
が
多
く
な
り
、
燃
や
し
て
も

い
い
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分
の
量
が
多
く

な
り
ま
す
。
水
分
が
多
く
な
り
ま
す
と
、

集
積
場
所
が
汚
れ
た
り
、
重
量
が
増
す
た

め
収
集
時
に
収
集
袋
が
破
れ
た
り
、
環
境

セ
ン
タ
ー
で
燃
や
し
に
く
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
水
分
を
よ
く
切
っ
て
ご
み
に
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
廃
棄
物
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）、
ま
た
は
清
掃

事
務
所
（
☎
６
６
‐
５
９
１
２
）
ま
で
。
 

      　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」

に
よ
る
多
重
債
務
者
の
た
め
の
生
活
再
建

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

●
と
き
　
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
（
８
月
２０
日
・
９
月
１７
日
・
１０
月

１５
日
）
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談
室
 

●
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
 

●
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金

返
済
問
題
解
決
、
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の

見
直
し
、
借
入
金
の
法
的
整
理
後
の
生
活

再
建
支
援
、
ヤ
ミ
金
な
ど
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
 

装（
青
袋
）に
ご
み
や
他
 

の
資
源
を
混
ぜ
な
い
で
 

生
ご
み
は
水
分
を
よ
く
 

切
っ
て
 

多
重
債
務
者
相
談
 

●
市
政
の
窓
●
 

　新作大型紙芝居の団体貸し出しが始まりました。 
・  岩倉の昔話（一）「真光寺のたぬき」 
・  岩倉の昔話（二）「真光寺のきつね」 
・  岩倉の昔話（三）「蚊のいない寺」 
　いずれも原画・大野代志子　脚色・大型紙芝居作成実行委 
員会。サイズは縦６０cm×横９０cmの３画面。 
　３歳ぐらいの幼児から大人まで楽しめる内容です。ご利用 
の人は図書館１階カウンターまでお越しください。予約貸し 
出しもしています。 
●問合先　図書館（☎３７－６８０４）まで。 

大型紙芝居を貸し出します 



※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
相
談
に

よ
る
家
族
、
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。
 

※
予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

●
予
約
・
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た
の

会（
☎
０
８
０
‐
３
２
８
９
‐
７
７
０
４
）

ま
で
。
 

      　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を
持
つ
保
護

者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

●
と
き
　
毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
 

●
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
く
す
の

き
の
家
適
応
指
導
教
室
お
お
く
す
相
談
室

（
中
本
町
西
出
口
１５
‐
１
）
 

●
相
談
員
　
 

・
火
曜
日
…
山
田
和
行
さ
ん
（
元
適
応
指

導
教
室
長
）
 

・
木
曜
日
…
ハ
ー
ブ
の
会
相
談
員
（
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
 

●
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優
先
と
な
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
 

●
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３
８
‐

０
３
０
０
）
ま
で
。
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●
市
政
の
窓
●
 

教
育
相
談
 

や
ま
だ
か
ず
ゆ
き
 

　岩倉市の定額給付金の申請は９月２５日（金）が期限と

なっています。まだお済みでない人はお早めに申請をお願

いします。 

　申請方法については、申請書を送付した際に同封しまし

た「記入の仕方」をご覧いただくか、定額給付金本部まで

お問い合わせください。 

●問合先　定額給付金本部（☎６６－４４５５）まで。 

定額給付金の申請はお済みですか 

愛知万博メモリアル 
 
　第４回愛知県市町村対抗駅伝競走大会が１２月５日（土）に「愛・地球博記念公園」内、周回コースで開催
されます。 
　岩倉市では、この大会の出場選手を決定するため、選考会への出場者を募集します。 
●募 集 種 目 
●募 集 期 限 
●選考会日時 
●選考会会場 
●申込・問合先 

下表のとおり 
８月２３日（日） 
９月６日（日）・１３日（日）※雨天決行 
南部中学校グラウンド（午前９時集合） 
生涯学習課スポーツグループ（総合体育文化センター内☎６６－２２２２）まで。 

※ジュニアとは、平成元年（１９８９年）１２月６日から平成６年（１９９４年）４月１日までに生まれた人とする。 
※一般とは平成元年（１９８９年）１２月５日以前に生まれた人とする。 
※４０歳以上とは昭和４４年（１９６９年）１２月５日以前に生まれた人とする。 

第３回大会の模様です。岩倉市は全６１市町 
村のうち、４６位でした。 

区　間 距　離 出場資格 募集人数 
１区 
２区 
３区 
４区 
５区 
６区 
７区 
８区 
９区 

２．９ｋｍ 
５．７ｋｍ 
３．５ｋｍ 
１．１ｋｍ 
３．２ｋｍ 
１．１ｋｍ 
２．９ｋｍ 
４．２ｋｍ 
５．１ｋｍ 

中学生（女子） 
ジュニア（男子） 
４０歳以上（男女不問） 
小学生（女子） 
中学生（男子） 
小学生（男子） 
一般（女子） 
ジュニア（女子） 
一般（男子） 

選手・補欠各 
部門１人ずつ 

★お詫びと訂正★ 
　広報いわくら７月１５日号７㌻でお知らせした「各地区の夏まつり・盆踊り」の西市
町新柳町区民盆踊り大会の日付に誤りがありました。謹んでお詫び申し上げます。 
誤→８月７日（金）・８日（土）　  正→８月８日（土）・９日（日） 
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Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て
 

岩
倉
市
医
師
会
　
丹
羽
　
克
司
 

に
　
わ
　
　
　
か
つ
　し 

Ｃ
型
肝
炎
と
は
？
 

　
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お
こ

る
肝
炎
の
こ
と
で
す
。
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
は
、
主
に
肝
臓
に
感
染
す
る
ウ
イ

ル
ス
の
中
で
３
番
目
に
見
つ
か
っ
た
も

の
で
、
現
在
、
日
本
で
は
１
０
０
人
に

１
人
の
割
合
で
持
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｃ
型
肝
炎
だ
と
何
が
悪
い
の
？
 

　
肝
臓
が
ん
が
高
率
に
出
来
ま
す
。
現
在
、

日
本
で
は
年
間
３
万
人
以
上
の
人
が
、

肝
臓
が
ん
で
死
亡
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
内
の
な
ん
と
８０
㌫
の
人
が
Ｃ
型
肝
炎

な
の
で
す
！！
 

ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？
 

　
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
主
に
血
液
を

介
し
て
感
染
す
る
の
で
、
日
常
生
活
で

感
染
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

可
能
性
が
あ
る
の
は
性
交
渉
で
す
が
、

極
め
て
珍
し
い
で
す
。
出
産
時
に
母
か

ら
子
へ
感
染
す
る
危
険
性
は
少
し
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
輸
血

や
人
の
血
液
を
使
っ
た
薬
や
、
手
術
・

予
防
接
種
に
使
用
す
る
器
具
・
注
射
器

の
滅
菌
不
足
で
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
珍
し

く
な
り
ま
し
た
（
残
念
な
が
ら
０
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）。
最
近
多
い
の
は
、
入
れ

墨
・
覚
せ
い
剤
注
射
・
ピ
ア
ス
な
ど
、

医
療
以
外
で
人
の
体
を
傷
つ
け
る
行
為

を
し
た
時
に
感
染
す
る
こ
と
で
す
。 

ど
の
よ
う
に
進
む
の
？
 

　
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
す
る
と

大
抵
は
急
性
肝
炎
に
な
り
、
そ
の
内
、

約
７０
㌫
の
人
に
ウ
イ
ル
ス
が
残
り
、
慢

性
肝
炎
に
な
り
ま
す
。
慢
性
肝
炎
は
徐
々

に
進
行
し
、
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
で
す
と
、

約
２０
年
で
肝
硬
変
に
な
り
、
更
に
約
１０

年
た
つ
と
肝
臓
が
ん
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。 

症
状
は
あ
る
の
？
 

　
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
出
ま
せ
ん
（
最

初
の
急
性
肝
炎
の
時
に
出
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
）。
従
っ
て
、
気
づ
い
た
時
に
は

か
な
り
進
行
し
た
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん

に
な
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

見
つ
け
方
は
？
 

　
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
見
つ
け
方
は

と
て
も
簡
単
で
す
。
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
の
抗
体
と
い
う
も
の
を
血
液
検
査
で

調
べ
れ
ば
い
い
の
で
す
。
た
だ
し
、
健

康
診
断
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
現
在
、
愛
知
県
で
は
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
岩
倉
市
の
人
で
あ
れ
ば
、
江
南

保
健
所
で
書
類
を
も
ら
っ
て
、
保
健
所
、

ま
た
は
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
に
提
出

す
れ
ば
無
料
で
検
査
を
し
て
も
ら
え
ま

す
（
費
用
が
か
か
っ
て
も
い
い
人
は
普

通
に
医
療
機
関
で
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
）。 

治
療
法
は
？
 

①
ウ
イ
ル
ス
を
殺
す
治
療
 

　
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
完
全
に
殺
す

治
療
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
注
射
だ
け

で
す
。
た
だ
し
、
打
て
ば
誰
で
も
効
果

が
あ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル

ス
の
タ
イ
プ
や
量
で
効
果
が
異
な
り
ま

す
が
、
良
く
効
く
グ
ル
ー
プ
だ
と
９０
㌫
で
、

効
き
が
悪
い
グ
ル
ー
プ
で
も
５０
㌫
で
、

ウ
イ
ル
ス
が
消
失
し
ま
す
（
抗
ウ
イ
ル

ス
剤
と
い
う
飲
み
薬
を
併
用
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
）。 

　
こ
の
よ
う
に
非
常
に
有
益
な
治
療
法

で
す
が
、
困
っ
た
点
も
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
治
療
期
間
が
長
い
こ
と
で
す
。
注

射
を
１
回
打
て
ば
い
い
訳
で
は
な
く
、

週
に
１
回
か
３
回
を
、
２４
週
か
ら
長
い

と
７２
週
間
打
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
二

つ
目
は
発
熱
・
倦
怠
感
・
脱
毛
・
貧
血
・

う
つ
等
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
副
作
用

が
あ
る
こ
と
で
、
治
療
前
に
し
っ
か
り

と
説
明
を
聞
い
て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま

す
（
た
だ
必
要
以
上
に
副
作
用
を
恐
れ
て
、

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
し
な
い
の

は
お
勧
め
出
来
ま
せ
ん
）。
三
つ
目
は
か

な
り
高
価
な
治
療
に
な
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
平
成
２０
年
４
月
か
ら
７
年
間

に
限
り
、
Ｃ
型
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
治
療
に
国
か
ら
助
成
が
出
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
（
納
税
額
で
助
成
額
が

変
わ
り
ま
す
）。 

②
肝
炎
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
治
療
 

　
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
で
効
果
が
な
か

っ
た
人
や
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
行

わ
な
い
人
に
は
、
慢
性
肝
炎
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
治
療
を
行
い
ま
す
。
こ
の
治

療
に
は
、
①
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
少

量
長
期
投
与
（
肝
炎
の
進
行
を
遅
ら
せ

る
使
い
方
）、
②
ウ
ル
ソ
デ
オ
キ
シ
コ
ー

ル
酸
の
内
服
、
③
グ
リ
チ
ル
リ
チ
ン
の

静
脈
注
射
、
④
小
柴
胡
湯
の
内
服
、
等

が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
治
療
は
い
ず
れ
も
あ
る
程

度
の
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
肝
炎
は
徐
々

に
進
行
し
、
肝
硬
変
に
至
っ
た
り
、
肝

臓
が
ん
に
な
っ
た
り
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。 

　
Ｃ
型
肝
炎
は
早
期
の
発
見
が
と
て
も

大
切
で
す
の
で
、
気
に
な
り
ま
し
た
人
は

一
度
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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　今や中年男性だってキャリアアップのた
め転職をする時代です。 
出典：「マンガ男社会の常識・非常識」財
務省印刷局発行より 
●問合先　生涯学習課生涯学習グループ
（☎３８－５８１９）まで。 

●退職● 

　
五
条
川
沿
い
の
歩
道
で
こ
ん
な

タ
イ
ル
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。
 

　
こ
れ
は
平
成
８
年
か
ら
五
条
川

の
堤
防
を
舗
装
し
た
と
き
に
埋
め

込
ま
れ
た
タ
イ
ル
で
す
。
川
沿
い

に
歩
い
て
行
く
と
決
ま
っ
た
間
隔

で
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ル
が
あ
る
こ

と
に
気
が
つ
く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
は
１
０
０
㍍
間
隔

で
埋
め
込
ま
れ
て
い
て
、
川
沿
い

を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
す
る
人
が
、
何
㍍
く
ら
い
歩
い

た
の
か
を
知
る
目
安
と
し
て
埋
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
八
剱
橋
か
ら
大
市
場
橋

ま
で
の
区
間
を
コ
ー
ス
と
し
て
周

回
で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
今
も
、
多
く
の
人
が
健
康
の
た

め
に
、
趣
味
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
目
標
を
立
て
て
五
条
川
沿
い
を
、

歩
い
た
り
、
走
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
一
度
埋
め
込
ま
れ
た
タ
イ
ル

を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と

今
ま
で
と
は
違
っ
た
楽
し
み
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
都
市
整
備
課
維
持
グ

ル
ー
プ（
☎
３
８
‐
５
８
１
３
）ま
で
。
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        ●
み
ど
り
の
家
 

  ピ
ア
ノ
あ
・
ら
・
か
る
と
　
 

♪
サ
マ
〜
あ
・
ら
・
か
る
と
♪
 

　
ピ
ア
ノ
と
共
に
涼
し
い
ひ
と

時
を
…
 

▼
演
奏
　
油
井
真
奈
美
さ
ん
 

▼
と
き
　
８
月
８
日
（土）
午
後
２

時
〜
 

 昔
の
遊
び
と
楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
 

　
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の
会
メ
ン

バ
ー
と
あ
そ
ぼ
う
！
 

▼
と
き
　
８
月
９
日
（日）
午
後
１

時
３０
分
〜
 

 み
ん
な
で
楽
し
く
フ
ラ
ダ
ン
ス
 

　
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
「
ハ
ラ
ウ
 

ピ
オ
　
ケ
　
ア
ヌ
エ
ヌ
エ
」
の

協
力
で
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
を

開
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
８
月
２７
日
（木）
午
後
２

時
〜
 

▼
定
員
　
５０
人
　
 

 ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
　
 

　
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
世
界
に
お
誘

い
し
ま
す
。
ウ
ク
レ
レ
の
ゆ
っ
 

た
り
と
し
た
音
色
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
 

▼
出
演
　
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
　
ウ
ク
レ

レ
ク
ラ
ブ
 

▼
と
き
　
８
月
３０
日
（日）
午
後
２

時
〜
 

▼
曲
目
　
「
プ
カ
プ
カ
・
パ
ン

ツ
」
「
ア
ロ
ハ
・
オ
エ
」
ほ
か
 

※
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い
交
流

ホ
ー
ル
で
す
べ
て
の
行
事
を
行

い
ま
す
。
 

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６

６
‐
６
７
０
０
）
 

催し  

【ひまわりコンサート】 
　ピアノ、歌、ヴァイオリン、リコーダーの演奏会です。 
　と　き　８月２日（日）午前１０時１５分～１１時３０分 
　主な曲　「篤姫」のテーマ、仮面舞踏会～ワルツ 
　　　　　ほか 
　問合先　山田（☎３７－６１２７） 

　岩倉の水辺を守る会では、８月２日（日）に水辺まつり 
２００９を開催します。 
　真夏の一日、岩倉のシンボル五条川で幅広い市民の皆さ
んに自然のすばらしさを知っていただくことや、ふるさと
づくりを目的に楽しいさまざまな企画を考えました。皆さ
んぜひご参加ください。 
　とき　８月２日（日）午前９時～午後３時 
（受付午前８時３０分～） 
※雨天の場合は中止 
　ところ　八剱憩いの広場 
　参加費　４００円（当日受付にてお支払いください） 
　内容　五条川イカダ下り、ウォータースライダー、アド
ベンチャーゾーン、水鉄砲づくり、五条川いきものコーナ
ー、ラムネ・ジュース・お茶販売、カッパの絵コンテスト、
その他 
　問合先　奥田米穀店（☎３７－０７２３）、または環境
保全課環境グループ（☎３８－５８０８） 

市民スペース ミニステージ情報 

水辺まつり2009

ゆ
　
い
　
ま
　
な
　
み 

▼
 
▼
 
▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

ぼうし 

水 着  ぬれてもよい 
クツ 

サンダルなどは、川の中で脱げたり、けがを 
しやすいので必ずクツをはいてください。 
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募集  

  　
児
童
館
行
事
 

●
親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

ト
」
 

  　
児
童
館
で
は
、
地
域
の
人
か

ら
多
彩
な
技
術
を
親
子
で
学
び
、

ふ
れ
あ
う
場
と
し
て
「
親
子
チ

ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
を
行
い
ま
す
。
 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
作

っ
て
跳
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か

（
５
０
０
㍉
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
使
っ
て
作
り
ま
す
）
。
 

▼
と
き
　
９
月
１２
日
（土）
午
前
９

時
３０
分
〜
（
雨
天
の
場
合
は
１３

日
（日）
午
前
９
時
３０
分
〜
）
 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
 

▼
講
師
　
岩
倉
ジ
ュ
ニ
ア
サ
イ

エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
 

▼
参
加
費
　
親
子
一
組
６
０
０

円
 

▼
定
員
　
親
子
５０
組
 

▼
申
込
締
切
　
８
月
２０
日
（木）（
先

着
順
）
 

▼
申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え

て
最
寄
り
の
児
童
館
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
第
五
児
童
館
（
☎

６
６
‐
０
８
１
７
）
、
ま
た
は

各
児
童
館
 

  ●
愛
知
県
史
を
語
る
会
 

  　
愛
知
県
史
「
資
料
編
１０
　
中

世
３
」
の
執
筆
担
当
者
か
ら
、

戦
国
時
代
の
三
河
・
尾
張
に
つ

い
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。
 

▼
と
き
　
９
月
２６
日
（土）
午
後
１

時
〜
４
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
岡
崎
市
福
祉
会
館

６
階
ホ
ー
ル
（
〒
４
４
４
‐
８

６
０
１
岡
崎
市
十
王
町
２
丁
目

９
）
 

※
駐
車
場
は
岡
崎
市
役
所
の
も

の
が
利
用
で
き
ま
す
が
、
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
で
の
来
館
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
定
員
　
２
０
０
人
（
要
申
込

・
先
着
順
）
 

▼
講
演
内
容
　
「
三
河
・
尾
張

戦
国
史
像
の
新
段
階
」
 

▼
講
師
　
新
行
紀
一
（
愛
知
教

育
大
学
名
誉
教
授
）、青
山
幹
哉

（
南
山
大
学
准
教
授
）「
織
田
氏

諸
流
の
攻
防
と
信
秀
・
信
長
」、

村
岡
幹
生（
南
山
大
学
准
教
授
）

「
織
田
･
今
川
の
は
ざ
ま
弘
治

年
中
西
三
河
の
動
向
―
」、山
田

邦
明
（
愛
知
大
学
教
授
）「
今

川
義
元
と
東
三
河
」 

▼
募
集
開
始
　
８
月
１７
日
（月）
 

▼
申
込
方
法
　
電
話
に
よ
る
受

け
付
け
の
み
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
総

務
部
法
務
文
書
課
県
史
編
さ
ん

室
（
☎
０
５
２
‐
９
７
２
‐
９

１
７
２
）
 

  ●
就
職
フ
ェ
ア
IN
江
南
 

  　
若
者
（
大
学
・
短
大
な
ど
の

学
生
を
含
む
）
を
対
象
に
、
働

く
た
め
に
役
立
つ
情
報
を
提
供

す
る
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま

す
。
就
職
に
関
す
る
個
人
相
談
、

職
業
適
性
診
断
や
就
職
支
援
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
に
よ
り
求
職
活
動

中
の
皆
さ
ん
の
職
業
生
活
設
計

や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
し
ま

す
。
尾
張
北
地
域
（
犬
山
市
・

小
牧
市
・
江
南
市
・
岩
倉
市
・

大
口
町
・
扶
桑
町
）
の
企
業
に

よ
る
合
同
企
業
説
明
会
も
同
時

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
９
月
４
日
（金）
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
民
文
化
会

館
（
江
南
市
北
野
町
）
 

▼
対
象
　
大
学
、
短
大
な
ど
の

学
生
ま
た
は
３５
歳
未
満
の
若
者

求
職
者
お
よ
び
そ
の
保
護
者
、

家
族
の
人
 

内
容
　
 

﹇
専
門
家
に
よ
る
個
人
相
談
﹈ 

▼
時
間
　
午
後
零
時
３０
分
〜
４

時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
２
階
第
２
会
議
室
 

▼
定
員
　
１６
人
（
１
人
約
５０
分

程
度
、
事
前
申
込
必
要
）
 

﹇
職
業
適
性
診
断
﹈ 

▼
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４

時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
１
階
展
示
室
（
事

前
申
込
不
要
）
 

﹇
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
﹈ 

▼
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
２
階
第
１
会
議
室
 

▼
定
員
　
５０
人
（
事
前
申
込
必

要
）
 

﹇
合
同
企
業
説
明
会
﹈ 

▼
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４

時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
１
階
展
示
室
（
服

装
自
由
、
事
前
申
込
不
要
）
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
市
生

活
産
業
部
産
業
振
興
課
勤
労
支

援
グ
ル
ー
プ
（
☎
５
４
‐
１
１

１
１
内
線
４
０
４
）
 

        ●
初
心
者
卓
球
教
室
 

           　
岩
倉
市
卓
球
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
初
心
者
卓
球
教
室
を

開
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
８
月
９
日
（日）
〜
１１
月

２２
日
（日）
の
毎
週
日
曜
日
午
前
９

時
〜
１０
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
東
小
学
校
体

育
館
 

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
の
男
女
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
シ
ュ
ー

ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
水
筒
 

▼
申
込
方
法
　
会
場
で
受
け
付

け
 

▼
問
合
先
　
卓
球
協
会
桜
井（
☎

３
７
‐
４
９
２
９
）、
ま
た
は
長

谷
川
（
☎
３
７
‐
６
２
０
５
） 

し
ん
ぎ
ょ
う
の
り
か
ず 

あ
お
や
ま
み
き

や 

む
ら
お
か
み
き

お 

く
に
あ
き 

や
ま

だ 

【名芸生６人展】 
　名古屋芸術大学の学生らによる展覧会です。 
　と　き　８月１７日（月）～２３日（日） 
　　　　　（最終日は午後５時まで） 
　問合先　三浦（☎０８０－５１６７－３５５５） 
【岩倉総合高校デザイン系列作品展】 
　と　き　８月２４日（月）～２８日（金） 
　　　　　（最終日は午後５時まで） 
　問合先　岩倉総合高等学校（☎３７－４１４１） 

市民ギャラリー情報 

▼
 

▼
 

▼
 
▼
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  ●
市
民
球
技
大
会
 

  　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
第

３３
回
市
民
球
技
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
・
種
目
等
　
下
表
の
と

お
り
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
ま

た
は
在
勤
の
人
（
学
生
の
人
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
）
 

▼
試
合
方
法
　
各
競
技
種
目
の

ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
い
ま
す
。
 

▼
そ
の
他
　
選
手
の
競
技
中
に

起
き
た
傷
害
は
応
急
処
置
を
し

ま
す
が
、
参
加
さ
れ
る
人
は
あ

ら
か
じ
め
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
、

ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
保
険
に

加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
（
総
合

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６

‐
２
２
２
２
）
 

  ●
市
民
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
 

        　
岩
倉
市
体
育
協
会
で
は
、
市

民
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
き
ま

す
。
 

▼
と
き
　
９
月
１５
日
（火）
午
前
７

時
３０
分
ご
ろ
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ

ー
ル
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
岐
阜

県
多
治
見
市
小
名
田
町
）
 

▼
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤

の
人
、
ま
た
は
体
育
協
会
会
員
、

お
よ
び
体
育
協
会
賛
助
会
員
 

▼
定
員
　
２
０
０
人（
先
着
順
） 

▼
申
込
締
切
日
　
８
月
３０
日
（日）

（
先
着
順
）
 

▼
参
加
費
　
３
千
５
０
０
円
と

当
日
プ
レ
ー
代
と
し
て
１
万
２

千
６
０
０
円
（
消
費
税
・
乗
用

カ
ー
ト
代
・
キ
ャ
デ
ィ
代
・
飲

物
・
昼
食
代
含
む
）
が
必
要
で

す
。
 

▼
競
技
方
法
　
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア

方
式
 

▼
表
彰
　
優
勝
、
準
優
勝
、
３

位
〜
１０
位
、
と
び
賞
、
ブ
ー
ビ

ー
賞
を
予
定
。
特
別
賞
と
し
て

ベ
ス
グ
ロ
、
ド
ラ
コ
ン
、
ニ
ア
 

ピ
ン
賞
、
そ
の
他
を
予
定
。
 

▼
表
彰
式
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
（
終
了

後
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

へ
移
動
し
て
開
催
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
体
育
協
会

事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
内
☎
６
６
‐
２
２
２
２
）
 

  ●
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
岩
倉
児

童
作
品
展
作
品
 

  　
１０
月
３
日
（土）
・
４
日
（日）
、
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

す
る
「
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
岩
倉
児

童
作
品
展
」
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
 

▼
テ
ー
マ
　
自
由
｛
書
写
、
絵

画
（
四
つ
切
り
画
用
紙
。
色
鉛

筆
不
可
）
｝
 

▼
対
象
者
　
小
学
校
１
年
生
〜

６
年
生
（
未
発
表
作
品
に
限
る
） 

▼
締
切
日
　
９
月
６
日
（日）
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
 

▼
提
出
・
問
合
先
　
安
江
（
井

上
町
東
畑
田
１
５
３
☎
６
６
‐

４
４
４
８
）
 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ
ブ
」

出
演
者
 

  　
１０
月
の
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
 

種　目 と　き 会　場 対　象 申込期日 参 加 費  

ソフトボール 

バレーボール 

卓球 

バドミントン 

 軟式野球 

サッカー 

ソフトテニス 

テニス 

中央公園 

総合体育 
文化センター 

総合体育 
文化センター 

総合体育 
文化センター 

西小スポーツ広場 

石仏スポーツ広場 

野寄テニスコート 

野寄テニスコート 

一般男子 
一般女子 

一般男子 
一般女子 

一般男子年齢別 
一般女子年齢別 
シングル 

男子・女子 
ダブルス 

一般男子 

一般男子 

男子・女子 
ダブルス 

男子・女子 
ダブルス 

９/１３（日）～ 

９/１３（日） 

９/２０（日） 

９/２０（日） 

９月中旬～ 

９/２７（日）～ 
 

８/２３（日） 

９/  １（火） 

９/１０（木） 

９/１７（木） 

８/３０（日） 

８/２３（日） 

９/１３（日） 

９/２５（金） 

１チーム 
　　　５,０００円 

１チーム 
　　　２,０００円 

１人 
　　　　３００円 

１人 
　　　　６００円 

１チーム 
　　　５,０００円 

１チーム 
　　　５,０００円 

１人 
　　　　３００円 

１チーム（２人） 
　　　１,０００円 

９/２０（日） 
予備日９/２７（日） 

１０/１１（日） 
予備日１０/１８（日） 
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ト
に
一
人
、
ま
た
は
一
グ
ル
ー

プ
で
一
曲
を
演
奏
し
て
い
た
だ

く
「
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ
ブ
」
の
、

出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１８
日
（日）
午
後
２

時
〜
 

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤

で
、
一
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で

演
奏
で
き
る
人
。
年
齢
、
楽
器
、

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
（
カ

ラ
オ
ケ
は
除
く
）
。
 

▼
募
集
期
間
　
８
月
１
日
（土）
〜

３０
日
（日）
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

    

 
 

●
公
共
施
設
維
持
管
理
作

業
員
 

  　
市
の
道
路
・
水
路
・
公
園
な

ど
の
公
共
施
設
の
適
切
な
管
理

を
目
的
に
、
簡
易
な
補
修
・
樹

木
の
剪
定
・
草
刈
と
パ
ト
ロ
ー

ル
等
を
行
う
、
パ
ー
ト
作
業
員

を
募
集
し
ま
す
。
土
木
作
業
経

験
者
の
人
を
特
に
求
め
ま
す
。
 

▼
作
業
内
容
 

・
道
路
の
陥
没
や
舗
装
の
穴
埋

め
 

・
道
水
路
の
ゴ
ミ
撤
去
 

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
角
度
調
整
 

・
施
設
の
草
刈
り
や
公
園
の
軽

作
業
 

▼
採
用
日
　
１０
月
１
日
（木）
 

▼
勤
務
日
　
月
〜
金
曜
日
（
祝

祭
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）
 

▼
勤
務
時
間
　
１
日
６
時
間

（
週
３０
時
間
未
満
）
 

▼
賃
金
　
１
時
間
８
３
０
円
 

▼
採
用
要
件
　
普
通
免
許
所
有

者
 

▼
採
用
人
数
　
若
干
名
 

▼
応
募
期
間
　
８
月
１７
日
（月）
〜

３１
日
（月）
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
 

▼
そ
の
他
　
書
類
審
査
後
、
面

接
に
よ
り
決
定
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
都
市
整
備

課
維
持
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
１
３
）
 

        ●
男
子
厨
房
に
入
ろ
う

（
男
の
料
理
教
室
）
 

  　
男
性
の
た
め
の
栄
養
バ
ラ
ン

ス
も
考
え
た
簡
単
な
料
理
の
入

門
教
室
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
の

自
分
の
た
め
に
、　
“
食
と
健

康
”
に
興
味
を
持
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
 

▼
と
き
　
８
月
２６
日
（水）
、
９

月
３０
日
（水）
、
１０
月
２８
日
（水）
、
１１

月
２５
日
（水）
、
１２
月
１６
日
（水）
午
前

１０
時
〜
午
後
零
時
３０
分
（
全
５

回
）
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室
 

▼
内
容
　
栄
養
ミ
ニ
講
座
、
調

理
実
習
 

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
男
性
で
、

５
回
参
加
で
き
る
人
。
同
テ
ー

マ
の
教
室
に
は
じ
め
て
参
加
す

る
人
。
 

▼
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）
 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭

タ
オ
ル
 

▼
申
込
方
法
　
８
月
４
日
（火）
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

            ●
手
話
入
門
講
座
 

  　
手
話
入
門
講
座
は
、
手
話
を
 

や
っ
て
み
た
い
人
が
、
分
か
り

や
す
く
楽
し
く
学
べ
る
講
座
で

す
。
手
話
で
自
己
紹
介
や
あ
い

さ
つ
、
簡
単
な
日
常
会
話
を
学

び
、
耳
の
不
自
由
な
人
と
手
話

で
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
９
月
１
日
（火）
〜
平
成

２２
年
１
月
２６
日
（火）
の
火
曜
日

午
前
１０
時
〜
正
午
（
祝
祭
日
お

よ
び
年
末
年
始
は
休
み
・
全
１８

回
）
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
 

▼
定
員
　
２０
人
 

▼
講
師
　
丹
羽
春
美
さ
ん
（
尾

北
地
区
聴
覚
障
害
者
福
祉
協

会
）
 

▼
協
力
団
体
　
岩
倉
市
手
話
サ

ー
ク
ル
こ
い
の
ぼ
り
 

▼
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
１
千
２
０
０
円
必
要
で
す
。
 

▼
申
込
方
法
　
岩
倉
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
て
直
接
申
し
込
み

ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
 

▼
申
込
期
限
　
８
月
２４
日
（月）
　
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
３
７
‐
３

１
３
５
 
３
８
‐
０
０
３
９
）
 

応募資格は平成２２年４月１日現在 
※１　昭和５８年４月２日から平成４年４月１日までの
間に生まれた人 
※２　平成元年４月２日から平成４年４月１日までの
間に生まれた人 
　ホームページアドレス 
http://www.mod.go.jp/pco/aichi/ 
　申込・問合先　自衛隊愛知地方協力本部小牧地
域事務所（☎０５６８－７３－２１９０） 

自衛官募集 

せ
ん
て
い
 

に
 
わ
 
は
る

み
 

採用種目 一般曹候補生 航空学生 

９月１９日（土） ９月２３日（水）（祝） 

１８歳以上２７歳 
未満の人※１ 

高卒（見込み含む） 
２１歳未満の人※２ 

採用期日 平成２２年３月下旬から４月上旬 

８月１日（土）～９月１１日（金）締切日必着 

応募資格 

試験期日 

受付期間 

講座  
教室  



平成21年8月1日 20

  ●
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
 

  　
「
音
訳
」
と
は
、
視
覚
か
ら

の
情
報
を
得
る
こ
と
が
困
難
、

も
し
く
は
そ
の
他
の
理
由
で
情

報
の
習
得
が
困
難
な
人
の
た
め

に
、
情
報
を
音
声
に
換
え
て
提

供
す
る
も
の
で
す
。
音
訳
は
、

上
手
に
読
む
こ
と
よ
り
は
「
正

し
く
伝
え
る
・
正
し
く
伝
わ

る
」
よ
う
に
読
む
こ
と
が
大
事

で
す
。
こ
の
講
座
で
は
音
訳
の

ル
ー
ル
な
ど
を
学
び
ま
す
。
 

▼
と
き
　
９
月
２
日
（水）
〜
１１
月

１１
日
（水）
の
水
曜
日
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分
（
祝
祭
日
は
休

み
・
全
１０
回
）
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
 

▼
定
員
　
２０
人
 

▼
講
師
　
吉
田
ふ
さ
子
さ
ん

（
愛
知
県
点
字
図
書
館
「
明
生

会
館
」
講
師
）
 

▼
協
力
団
体
　
岩
倉
市
音
訳
の

会
あ
め
ん
ぼ
 

▼
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
１
千
４
０
０
円
必
要
で
す
。
 

▼
申
込
方
法
　
岩
倉
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
て
直
接
申
し
込
み

ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
 

▼
申
込
期
限
　
８
月
２４
日
（月）
　
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
３
７
‐
３
 

１
３
５
　
３
８
‐
０
０
３
９
）
 

  ●
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
 

  　
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
、
情

報
の
伝
達
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ

る
点
訳
。
点
訳
を
学
び
、
視
覚

障
害
者
の
た
め
の
点
字
図
書
の

作
成
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、

視
覚
障
害
者
の
助
け
に
な
れ
る

よ
う
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
 

▼
と
き
　
９
月
４
日
（金）
〜
１１
月

６
日
（金）
の
金
曜
日
午
前
１０
時
〜

正
午
（
祝
祭
日
は
休
み
・
全
１０

回
）
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
 

▼
定
員
　
１０
人
 

▼
講
師
　
永
井
浩
子
さ
ん
（
社

会
福
祉
法
人
名
古
屋
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
名
古
屋
盲
人
情
報
文
化
セ

ン
タ
ー
）
 

▼
協
力
団
体
　
岩
倉
点
字
く
す

の
き
の
会
 

▼
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
６
３
０
円
必
要
で
す
。
 

▼
申
込
方
法
　
岩
倉
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
て
直
接
申
し
込
み

ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
 

▼
申
込
期
限
　
８
月
２４
日
（月）
　

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
３
７
‐
３

１
３
５
　
３
８
‐
０
０
３
９
）
 

  ●
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
 

  　
心
の
病
は
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
こ
と
で
す
。
心
の
健
康
に

つ
い
て
考
え
、
「
こ
こ
ろ
病
む

人
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
す
る

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
内
容
　
下
表
の
と
お
り
　
 

▼
と
こ
ろ
 

★
江
南
保
健
所
（
江
南
市
布
袋

下
山
町
西
８０
）
 

★
桜
桂
会
障
害
福
祉
施
設
（
犬

山
市
大
字
塔
野
地
字
大
畔
２
１

６
）
※
９
月
９
日
（水）
の
み
 

▼
対
象
者
　
心
の
健
康
や
こ
こ

ろ
病
む
人
の
問
題
に
関
心
が
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

心
の
あ
る
人
 

▼
定
員
　
４０
人
（
先
着
順
）
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
申
込
開
始
日
　
８
月
３
日
（月）

午
前
９
時
〜
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
健
康
支
援
課
（
☎
５
６
‐
２

１
５
７
）
 

と　き 内　　容 時　間 講　　師 

８月２６日（水） ボランティアをしてみよう 
江南市社会福祉協議会 
福祉活動専門員　伊藤　光洋さん 

９月２日（水） 精神障害をもった方の特性や対応について 
愛知江南短期大学 
准教授　三橋　真人さん 

９月９日（水） 

しらゆり・ワークの取り組み 
しらゆり・ワーク 
精神保健福祉士　大畑　友理さん 

施設見学 桜桂会　障害福祉施設 

９月１６日（水） 

午後１時３０分 
～３時３０分 

地域で生活を支えるとは 
指定相談支援事業「せせらぎ」 
精神保健福祉士　渡辺　久佳さん 

よ
し

だ
　
　
　
　
　
　
こ
 

な
が
　
い
　
ひ
ろ

こ
 

ボランティアグループ「あい・愛」の紹介 
ボランティアグループ「あい・愛」 
代表　大塚　清子さん 

グループミーティング 
江南市社会福祉協議会 
福祉活動専門員　伊藤　光洋さん 
江南保健所職員 

い　とう　　　みつひろ 

みつはし　　　ま　ひと 

おおはた　　　ゆ　り 

わたなべ　　 ひさ　か 

おおつか　　 きよ　こ 
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  ●
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成

講
座
 

  　
「
要
約
筆
記
」
と
は
、
耳
の

不
自
由
な
人
の
耳
代
わ
り
に
な

っ
て
、
そ
の
場
で
書
い
て
伝
え

る
筆
記
通
訳
で
す
。
紙
に
書
い

た
も
の
を
見
て
も
ら
う
こ
と
も

あ
れ
ば
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
文
字

を
映
し
、
一
度
に
大
勢
の
人
に

見
て
も
ら
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
 

５
回
の
講
座
で
基
礎
を
学
び
、

ご
一
緒
に
活
動
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
 

▼
と
き
　
９
月
７
日
（月）
〜
１０
月

１９
日
（月）
の
月
曜
日
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
零
時
３０
分
（
祝
祭
日
 

は
休
み
・
全
５
回
）
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
 

▼
定
員
　
１５
人
 

▼
講
師
　
黒
田
和
子
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知
県
難
聴
・
中
途

失
聴
者
協
会
）
、
池
田
和
代
さ

ん
（
愛
知
県
要
約
筆
記
者
連
絡

会
）
 

▼
協
力
団
体
　
岩
倉
市
要
約
筆

記
サ
ー
ク
ル
さ
く
ら
 

▼
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
１
千
５０
円
必
要
で
す
。
 

▼
申
込
方
法
　
岩
倉
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
て
直
接
申
し
込
み

ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
 

▼
申
込
期
限
　
８
月
３１
日
（月）
　
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
３
７
‐
３

１
３
５
　
３
８
‐
０
０
３
９
）
 

 
 

●
一
宮
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

講
座
 

  　
一
宮
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
と
お
り
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
各
講
座
と
も
受
付
開

始
日
時
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
確
認
の
う
え
直
接
、
一

宮
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
受
講

料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
人
数

が
多
い
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま

す
。
 

※
会
場
は
す
べ
て
職
業
訓
練
セ
 

ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
 

﹇
は
じ
め
て
の
携
帯
電
話
﹈ 

▼
と
き
　
９
月
８
日
（火）
・
９
日

（水）
午
前
１０
時
〜
正
午
 

▼
内
容
　
電
話
の
か
け
方
、
メ

ー
ル
、
文
字
入
力
、
カ
メ
ラ
な

ど
携
帯
電
話
の
基
本
操
作
 

▼
定
員
　
２０
人
（
抽
選
）
 

▼
料
金
　
２
千
円
（
教
材
費
を

含
む
）
 

▼
申
込
開
始
　
８
月
１１
日
（火）
午

前
９
時
３０
分
〜
 

﹇
医
科
医
療
事
務
教
育
講
座
﹈ 

▼
と
き
　
９
月
１１
日
〜
１１
月
２４

日
の
毎
週
火
・
金
曜
日
①
午
後

１
時
３０
分
〜
４
時
②
午
後
６
時

３０
分
〜
９
時
（
各
２０
回
）
 

▼
内
容
　
基
本
的
な
医
療
事
務

の
知
識
、
医
療
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

操
作
等
を
学
び
ま
す
。
 

▼
定
員
　
各
２０
人
（
抽
選
）
 

▼
料
金
　
各
５
万
円
（
教
材
費

を
含
む
）
 

▼
申
込
開
始
　
８
月
１８
日
（火）
①

は
午
前
９
時
３０
分
〜
、
②
は
午

後
１
時
３０
分
〜
 

﹇
パ
ソ
コ
ン
講
座
﹈ 

▼
内
容
　
 

①
基
礎
か
ら
学
ぶ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
＆

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
マ
ス
タ
ー
 

②
短
期
欲
張
り
パ
ソ
コ
ン
基
礎
 

③
ワ
ー
ド
活
用
 

④
簡
単
マ
ス
タ
ー
基
礎
か
ら
の

パ
ソ
コ
ン
 

⑤
Ｍ
Ｏ
Ｓ
受
験
対
策
（
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ
一
般
）
 

⑥
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
入
門
 

▼
と
き
　
①
は
９
月
１
日
（火）
〜

１１
月
１７
日
（火）
の
毎
週
火
曜
日

午
後
６
時
２０
分
〜
９
時
（
計
１０

回
）
、
②
・
③
は
９
月
３
日
（木）

〜
１８
日
（金）
の
毎
週
月
・
火
・
木

・
金
曜
日
午
前
９
時
１０
分
〜
１１

時
５０
分
（
計
１０
回
）
、
④
は
９

月
３
日
（木）
〜
１０
月
８
日
（木）
の
毎

週
月
・
木
曜
日
午
後
１
時
２０
分

〜
４
時
（
計
１０
回
）
、
⑤
は
９

月
２４
日
（木）
〜
１０
月
２９
日
（木）
の
毎

週
月
・
木
曜
日
午
後
６
時
２０
分

〜
９
時
（
計
１０
回
）
、
⑥
は
１０

月
２
日
（金）
〜
１１
月
６
日
（金）
の
毎

週
火
・
金
曜
日
午
後
６
時
２０
分

〜
９
時
（
計
１０
回
）
 

▼
定
員
　
①
・
②
・
④
・
⑤
各

２０
人
、
③
・
⑥
各
１０
人
 

▼
料
金
　
１
万
５
千
円
（
教
材

費
を
含
む
）
 

▼
申
込
開
始
　
①
は
８
月
５
日

（水）
午
後
１
時
３０
分
〜
、
②
は
８

月
６
日
（木）
午
前
９
時
３０
分
〜
、

③
は
８
月
６
日
（木）
午
前
１０
時
３０

分
〜
、
④
は
８
月
６
日
（木）
午
後

１
時
３０
分
〜
、
⑤
は
８
月
２４
日

（月）
午
後
１
時
３０
分
〜
、
⑥
は
８

月
２８
日
（金）
午
後
１
時
３０
分
〜
 

﹇
庭
園
管
理
講
座
﹈ 

▼
と
き
　
９
月
４
日
（金）
・
５
日

（土）
・
８
日
（火）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
３
回
）
 

▼
内
容
　
庭
木
の
仕
立
て
方
、

手
入
れ
方
法
や
技
術
を
講
義
と

実
技
で
学
び
ま
す
。
 

▼
定
員
　
３０
人
（
抽
選
）
 

▼
料
金
　
６
千
円
（
教
材
費
を
 

含
む
）
 

▼
申
込
開
始
　
８
月
７
日
（金）
午

後
１
時
３０
分
〜
 

▼
持
ち
物
　
木
バ
サ
ミ
、
筆
記

用
具
 

﹇
日
商
簿
記
３
級
受
験
準
備
講
座
﹈ 

▼
と
き
　
９
月
１０
日
〜
１１
月
１０

日
の
毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
６

時
３０
分
〜
９
時
（
１６
回
）
 

▼
対
象
　
３
級
簿
記
受
験
予
定

の
人
、
簿
記
の
知
識
を
身
に
つ

け
た
い
人
 

▼
定
員
　
３０
人
（
抽
選
）
 

▼
料
金
　
３
万
円
（
教
材
費
を

含
む
）
 

▼
申
込
開
始
　
８
月
１１
日
（火）
午

後
１
時
３０
分
〜
 

﹇
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
講
座
﹈ 

▼
と
き
　
①
は
９
月
２
日
〜
１０

月
２２
日
の
月
・
水
・
木
曜
日
午

後
６
時
３０
分
〜
９
時
（
２０
回
）
、

②
は
９
月
５
日
〜
１１
月
２８
日
の

土
曜
日
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

３
時
３０
分
（
１０
回
）
 

▼
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
と
文
字
入
力
が
で
き
る
人
 

▼
定
員
　
各
１０
人
（
抽
選
）
 

▼
料
金
　
各
４
万
１
千
円
（
教

材
費
を
含
む
）
 

▼
申
込
開
始
　
①
は
８
月
６
日

（木）
午
後
２
時
３０
分
〜
②
は
７
日

（金）
午
前
９
時
３０
分
〜
 

▼
使
用
ソ
フ
ト
　
Ｊ
Ｗ
‐
Ｃ
Ａ

Ｄ
（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
版
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
一
宮
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
８
６

‐
７
１
‐
０
５
２
０
）
 

　６月１日号でお知らせしました市政電話情報
サービス「ふれ愛コールいわくら」コード表の点
訳版を用意しています。ぜひ、ご利用ください。 
　問合先　秘書課広報広聴グループ（☎３８－５
８０２） 

市政電話情報サービス 
　「ふれ愛コールいわくら」コード表点訳版を 
ご利用ください 

い
け

だ
　
か
ず
　
よ
 

く
ろ

だ
　
か
ず
こ
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        ●
３０
歳
以
上
の
人
お
よ
び

妊
婦
さ
ん
の
た
め
の
成

人
歯
科
健
康
診
査
 

  　
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
楽
し

い
食
事
を
す
る
た
め
に
は
健
康

な
歯
や
歯
ぐ
き
で
あ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
お
口
の
健
康
を
守

る
た
め
に
定
期
的
に
歯
科
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

▼
実
施
日
　
下
表
の
と
お
り
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、車
で

の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

▼
対
象
　
３０
歳
以
上
の
人
（
昭

和
５５
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）
お
よ
び
妊
婦
 

▼
定
員
　
４
１
０
人
 

▼
診
査
内
容
　
歯
牙
・
歯
周
診

査
、
相
談
、
指
導
、
口
臭
測
定

（
希
望
者
）
 

▼
費
用
　
無
料
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー

で
８
月
３
日
（月）
か
ら
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
。
先
着
順
）
。
 

※
予
約
が
必
要
で
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
消
化
器
系
難
病
患
者
家

族
教
室
 

          　
江
南
保
健
所
で
は
、
消
化
器

系
難
病
（
潰
瘍
性
大
腸
炎
お
よ

び
ク
ロ
ー
ン
病
）
の
患
者
と
家

族
の
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く

会
「
や
す
ら
ぎ
」
を
開
催
し
ま

す
。
　
　
 

▼
と
き
　
９
月
１２
日
（土）
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
保
健
所
３
階

大
会
議
室
 

▼
内
容
 

★
講
話
「
潰
瘍
性
大
腸
炎
・
ク

ロ
ー
ン
病
で
知
っ
て
お
き
た
い

こ
と
」
 

・
講
師
　
尾
北
医
師
会
医
師

堤

靖
彦
さ
ん
（
江
南
厚
生
病

院
）
 

★
講
話
「
お
さ
え
て
お
き
た
い

食
事
の
ポ
イ
ン
ト
」
 

・
講
師
　
保
健
所
栄
養
士
 

★
交
流
会
（
日
ご
ろ
の
思
い
を

話
し
た
り
、
情
報
交
換
を
し
た

り
し
ま
す
）
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
申
込
期
限
　
９
月
４
日
（金）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ
ル

ー
プ
難
病
担
当
（
☎
５
６
‐
２

１
５
７
）
 

  ●
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
つ

い
て
 

  　
脳
脊
髄
液
減
少
症
は
、
ス
ポ

ー
ツ
外
傷
や
交
通
事
故
な
ど
の

体
へ
の
衝
撃
に
よ
っ
て
、
脳
脊

髄
液
が
漏
れ
出
し
、
減
少
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
頭
痛
、
頚
部
 

痛
、
め
ま
い
、
倦
怠
、
耳
鳴
り
、

視
機
能
障
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
す
。
 

　
こ
の
病
気
に
つ
い
て
は
、
医

学
的
な
解
明
が
進
め
ら
れ
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
現
時
点
で
は

診
断
基
準
や
治
療
方
法
が
ま
だ

確
立
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
多
く

の
人
が
そ
の
症
状
に
苦
し
ん
で

い
ま
す
。
 

　
事
故
後
の
後
遺
症
と
し
て
生

活
に
支
障
を
生
じ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
周
り
の
人
か
ら
単

に
怠
慢
で
あ
る
な
ど
の
批
判
を

受
け
、
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ

ず
余
計
に
辛
い
思
い
を
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

８月 

１８日（火） 

１９日（水） 

２０日（木） 

２１日（金） 

２４日（月） 

★不用品データバンク★ 

２５日（火） 

２６日（水） 

２７日（木） 

２８日（金） 

３１日（月） 

１日（火） 

２日（水） 

３日（木） 

４日（金） 

７日（月） 

８日（火） 

２５日（金） 

２８日（月） 

２９日（火） 

３０日（水） 

１日（木） 

２日（金） 

５日（月） 

６日（火） 

７日（水） 

８日（木） 

９日（金） 

１３日（火） 

１４日（水） 

１５日（木） 

９月 １０月 

か
い
よ
う
せ
い
だ
い
ち
ょ
う
え
ん
 

け
い

ぶ
 

け
ん
た
い
 

つ
つ
み
　
や
す
ひ
こ
 

の
う
せ
き
ず
い
え
き
 

し
　
が
 

健康  

　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない
消費生活のために不用品データバンクをご活用ください。
物品のやりとりは、当事者間で話し合っていただきます。 
登録物品（７月１３日現在） 
　譲ります（有償）　６人用２ルームテント（外国製）、
コーナーボード＆リビングボード 
　あげます（無償）　本棚、シングルベッド、ベビー用布
団セット、日本人形 
　求めます　自転車（１８インチ、１６インチ、１４イ
ンチ、１２インチ）、電子ピアノ、野球用ユニフォーム・
スポーツバッグ・スパイク、ベビーベッド、大人用自転
車、ベビーラック、岩倉幼稚園女児用制服・体操服（夏
用）、岩倉幼稚園用品一式 
岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）でも確認で
きます。 
　問合先　商工農政課商工観光グループ（☎３８－５８
１２） 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
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学
校
に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー

ツ
外
傷
や
事
故
後
に
児
童
・
生

徒
に
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
よ
る

頭
痛
や
め
ま
い
な
ど
の
症
状
を

き
た
す
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
な
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
 

　
脳
脊
髄
液
減
少
症
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
起
こ
り
う
る

病
気
で
あ
り
、
本
人
の
治
癒
に

向
け
て
の
意
識
は
も
と
よ
り
、

家
族
や
周
囲
の
温
か
い
言
葉
や

理
解
が
と
て
も
大
事
で
す
。
 

　
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
療
が

可
能
な
病
院
に
つ
い
て
は
、
愛

知
県
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
　
ネ

ッ
ト
あ
い
ち
内
「
脳
脊
髄
液
減

少
症
に
つ
い
て
」
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
 

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
 

/0
0
0
0
0
2
3
4
6
3
.h
tm
l 

　
こ
の
サ
イ
ト
に
は
、
実
際
に

脳
脊
髄
液
減
少
症
で
苦
し
む
患

者
や
家
族
を
支
援
す
る
関
係
団

体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ン
ク

し
て
い
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

        ●
養
護
学
校
体
験
入
学
 

  　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、

来
年
度
に
小
・
中
・
高
等
学
校

入
学
予
定
で
、
障
害
の
あ
る
と

思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
の
人
を
対
象
に
、
養
護
学

校
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
体
験
入
学
を
実
施
し
ま

す
。
 

 
次
の
体
験
入
学
日
以
外
に
も
、

随
時
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
 

一
宮
東
養
護
学
校
（
一
宮
市
丹

羽
字
中
山
１
１
５
１
‐
１
☎
０

５
８
６
‐
５
１
‐
５
３
１
１

）
 

▼
対
象
　
知
的
な
発
達
に
遅
れ

や
情
緒
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ

ん
 

▼
体
験
入
学
日
　
９
月
３０
日
（水）

・
１０
月
７
日
（水）
 

小
牧
養
護
学
校
（
小
牧
市
大
字

久
保
一
色
１
１
２
９
‐
２
☎
０

５
６
８
‐
７
３
‐
７
６
６
１
）
 

▼
対
象
　
手
足
の
不
自
由
な
お

子
さ
ん
 

▼
体
験
入
学
日
　
９
月
２４
日
（木）

・
１０
月
２７
日
（火）
 

大
府
養
護
学
校
（
大
府
市
森
岡

町
尾
坂
田
１
‐
１
１
☎
０
５
６

２
‐
４
８
‐
５
３
１
１
）
 

▼
対
象
　
病
気
で
入
院
し
て
い

る
お
子
さ
ん
 

▼
体
験
入
学
日
　
１０
月
１３
日
（火）

・
１１
月
２０
日
（金）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
体
験
入
学

を
希
望
さ
れ
る
学
校
へ
直
接
電
 

話
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

発熱相談センターへの問い合わせについて 
新型インフルエンザ 

　今まで、インフルエンザ様症状が見られた場合には、医療機関へ行

く前に、発熱相談センター（江南保健所）へ電話で相談し指示を受け

ていましたが、直接、医療機関への受診が可能になりました。 

　急な発熱と咳（せき）またはのどの痛みなどインフルエンザ様症状

がある場合は、かかりつけ医療機関に電話をして受付時間などを聞い

てから受診しましょう。かかりつけ医がないなど受診する医療機関が

分からない場合は、発熱相談センターに相談してください。 

発熱相談センター（江南保健所） 

☎５６－２１５７
 

 

　問合先　保健センター（☎３７－３５１１） 

岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

①ハリー・ポッターと死の秘宝 
　上　（Ｊ・Ｋ・ローリング） 

②聖女の救済　　（東野圭吾） 

③ガリレオの苦悩（東野圭吾） 

人気貸出図書順位 
（４～５月） 

一
般
新
着
図
書
 

★
太
宰
治
生
誕
　一
〇
〇
年
記
念
 

　
　
　
　
　
　
 
 
別
冊
太
陽
 

★
骸
骨
ビ
ル
の
庭
　
上
・
下
 

　
　
　
　
　
　
宮
本
　
輝
　
著
 

児
童
新
着
図
書
 

★
こ
ち
ら
「
一
一
〇
番
動
物
園
」

す
て
ら
れ
た
命
を
救
う
お
ま
わ
り
さ
ん
 

　
　
　
　
　
　
今
関
信
子
　
文
 

　
　
　
　
　
関
口
シ
ュ
ン
　
絵
 

★
パ
ン
や
の
ろ
く
ち
ゃ
ん
　
で

ん
し
ゃ
に
の
っ
て
 

　
　
　
　
　
長
谷
川
義
史
　
作
 

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図
書
の
予

約
が
で
き
ま
す
）
。
 

新
着
図
書
の
ご
案
内
 

相 談 
その他 

▼
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  ●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

  　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

年
間
を
通
じ
て
献
血
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

　
夏
期
は
、
気
候
や
休
暇
の
関

係
で
献
血
さ
れ
る
人
が
少
な
く

血
液
が
不
足
が
ち
に
な
り
ま
す
。

血
液
の
安
定
的
な
確
保
の
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
８
月
１９
日
（水）
午
前

１０
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
‐
３
１
３
５
）
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますので、

お気軽にご相談ください。 

なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。 

■一般相談 

　とき　　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 

午前９時～午後４時 

■消費生活相談 

８月３日（月）・１７日（月）午前９時～正午 

※消費者トラブル、多重債務問題等に関する相談をお受けします。お

気軽にご相談ください。 

■知的障害者相談 

８月４日（火）午後１時～４時 

■税務相談 

８月６日（木）午後１時～４時 

■母子・寡婦就業相談 

８月７日（金）午前１０時～午後３時３０分 

■法律相談（予約制…定員各６人） 

８月１１日（火）・２６日（水）午後１時～４時 

※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時から、市

民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、電話可）。 

■登記相談 

８月１２日（水）午後１時～４時 

■不動産相談 

８月１３日（木）午後１時～４時 

■人権相談 

８月１４日（金）午後１時～４時 

■行政相談 

８月１４日（金）午後１時～４時 

■女性相談 

８月１８日（火）午前１０時～午後３時３０分 

■総合福祉相談 

８月２１日（金）午後１時～４時 

★身体障害者相談　★戦没者遺族相談 

■年金相談 

８月２４（月）午前１０時～午後３時 

 

 

 

　経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽にお

かけください。 

　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替休日を除く） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

み な 　 な や む な  

　心の相談電話　☎３７－７８６７ 

サラ金および悪質商法の相談料を補助 
　気軽にお金を借りられることから、サ

ラリーマン金融（サラ金）の利用に関す

るトラブルが起きています。トラブルが

起こる前に、できる限り早く法律の専門

家に相談することが大切です。 

　岩倉市では、愛知県弁護士会が開設し

ている「サラ金・クレジット被害相談」（初

回の相談料は無料。２回目の相談料を補

助します）と「消費生活相談」に相談さ

れた場合に、相談料の５，２５０円を補

助しています。 

　補助を受けるには、事前に市民相談室

で相談を受けることが必要です。詳しく

は、お問い合わせください。 

　問合先　市民相談室（☎３８－５８２

２） 



平成21年8月1日 25

Departamento de InformaçõesDepartamento de InformaçõesDepartamento de InformaçõesDepartamento de Informações
ご　じょうほう 

ポルトガル語情報コーナー 

RESPEITE AS NORMAS DE 
ELIMINAÇÃO DE LIXO
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　認知症の原因と症状 
　認知症の原因はさまざまありますが、およそ８割が
次の２つです。 
アルツハイマー型認知症 
　脳の細胞が死んでしまい、脳が萎縮することで起こ
ります。加齢が大きな要因ですが、はっきりとしたこ
とは分かっていません。症状は、緩やかに進行するこ
とが多く、記憶が少しずつ悪くなり、出来事全体を思
い出すことができなくなります。道に迷うなどの空間
認知の障害や幻想が出現することもあります。 
脳血管性認知症 
　脳卒中、脳梗塞、脳出血など、脳や脳の血管にまつ
わる病気が原因で起こります。突然に発症することが
多く、症状は、良くなったり、悪くなったり、階段状
に進行します。一日のうちや日によって症状が変動す
ることもあり、幻覚、錯覚を伴う妄想や興奮など精神
的に不安定になるのが特徴です。 

　認知症と物忘れ 
　認知症には、記憶力や理解力が低下したり、昼夜
が逆転したり、徘徊したりとさまざまな症状があり
ますが、皆さんが一番勘違いされやすいのは「物忘れ」
ではないでしょうか。認知症の物忘れと年齢を重ね
るうちに感じる物忘れには違いがあります。 
　加齢などによる物忘れは、体験の一部を忘れてい
るため、他の記憶から、物忘れした部分を思い出す
ことができます。物忘れをした事は自覚しているので、
日常生活に支障はありません。 
　しかし、認知症の物忘れは、体験全体を忘れてい
るため、体験自体を思い出すことができません。体
験自体が記憶の中からストンと抜け落ちている状態
であるため、日常生活に支障をきたすようになります。 
　次回は、「もしや？　と気づいた時、どのようにし
たらいいか」についてお話します。 

▼
 

▼
 

●岩倉防災ボランティアの会 

防災訓練に参加を！
（いざという時慌てないために） 

　岩倉市では毎年８月最後の日曜日に、東海地震をはじめとする、東南海・南海地震等大規模地震の発生

を想定した防災訓練が行われています。 

　防災訓練では災害時に役立つ避難訓練、消火器の取り扱い訓練、非常食作り等の体験ができます。 

　訓練は、災害のシミュレーションです。 

　皆さんも積極的に参加し、地域の人たちとの交流

も深め“自分たちの地域は自分たちで守る”という

防災意識を高めましょう。 

　今年は８月３０日（日）に五条川小学校で行います。

　是非参加を！ 

こんにちは、私達は「認知症ケアアドバイザー」です 
　私たちは、認知症サポーター養成講座で、認知症に関する知識や体験のお話をしています。今回は、「認知
症の原因や症状」についてお話します。 

▲消火器の取り扱い訓練の様子 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先  秘書課広報広聴グループ（☎38-5802）まで。 

五条川交通少年団交通啓発活動 
平成２１年度全国高等学校総合体育大会 
出場者が市長を表敬訪問 

　７月４日、五条川交通少年団の子どもたち２９人が交通

安全を呼びかける看板を手作りで作成したり、校区内に住

む高齢者を訪問して交通安全啓発活動などを行いました。 

　子どもたちは、協力しながら看板にスプレーで絵を描い

たり、釘を打ったりして、看板を作りました。 

　また、訪問した高齢者には元気に「気をつけてください」

と伝えながら反射シールや自転車用の鍵などを贈りました。 

　７月３日、市内にお住まいの全国高等学校総合体育大会

への出場を決められた星城高等学校の生徒が市長を表敬訪

問しました。 

　レスリングでは、個人で浅田光紀さん、兼子拳吾さんが、

団体で兼子和也さん、浅田雅人さん、岩下明宏さんが出場。

空手では、稲葉大輔さんが出場されます。 

あさ だ　こう き かね こ　けん ご 

かね こ　かず　や あさ　だ　まさ　と 

いな　ば　だいすけ 

いわしたあきひろ 

　環境省では、６月２１日から７月７日までの期間で、地球温

暖化防止のため、ライトアップ施設や家庭の電気を消していた

だくよう呼びかける「CO２削減／ライトダウンキャンペーン」

を実施しました。 

　岩倉市では、６月２７日に市民参加のイベント「サンドブラ

スト工芸教室」を行い、午前・午後を通して、空きびんの表面

に、砂ですりガラス状の模様をつけてデザインをしました。 

　当日の夕方、皆さんがデザインした空きびんにろうそくを入

れ、お祭り広場内に並べ、火を灯しました。広場では、照明が

落とされ幻想的なものになりました。 

ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン 



　とても元気な娃里依ちゃん。生
まれてから大きな病気もせずに
育ってくれて本当にありがとう。
健康でいてくれていることがとて
もうれしいです。 
　これからもおてんばな娃里依
でパパとママを楽しく困らせてく
ださいね。 

●お父さん・お母さんの一言 

●お父さん・お母さんの一言 

よこ い あい り い 

かた ぎり そう の すけ 

　優しくてひょうきんで元気いっ
ぱいの奏ちゃん。 
　いつもパパとママを楽しませ
てくれてありがとうね。 
　活発な奏ちゃんのおかげで毎
日ヘトヘトだけど日に日に成長し
ていく姿をみているととても幸せ
です。 
　これからも楽しく素敵な人生を
奏でていってね。 

この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 

この紙は環境を配慮し、再生紙を使用しています。 

岩倉市の人口／48,950人（＋25人） 

            男性／24,343人（＋4人） 

            女性／24,607人（＋21人） 

         世帯数／20,587世帯（＋32世帯） 

        （７月１日現在、（ ）内は前月１日現在との比較） 

●毎月2回 1日・15日発行 

●岩倉市ホームページアドレス 

　http://www.city.iwakura.aichi.jp/ 

●岩倉市Ｅメールアドレス（代表） 

　koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp 

●編集／総務部秘書課広報広聴グループ 

●発行／岩倉市役所 

　〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 

　☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 

救急医療情報センター 
　　☎0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　☎66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　☎38-3119

4 火 
★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 

7 金 
★すくすく育児教室　★２歳児歯科健康診査 
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・ 
大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

11 火 

★３歳児健康診査 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・ 
北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

5 水 
★健康チェックの日　★ＢＣＧ 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

15 土 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

6 木 ★母子健康手帳の交付　★４か月児健康診査 

1 土 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

2 日 　休日急病診療（丹羽清司　丹羽外科内科） 

3 月 ★乳幼児健康相談　★母親教室第１回 

8 土 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

9 日 　休日急病診療（渡部照和　渡部耳鼻咽喉科） 

10 月 ★母親教室第２回 

12 水 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

13 木 ★母子健康手帳の交付 

14 金 

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、 
変更する場合があります。 
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を 
午後７時まで延長しています。 

Departamento de Informações (25)

電話番号案内 
●戸籍・住民票・印鑑登録・国民健康保険・後期高齢者
医療（長寿医療）・福祉医療　等 

　市民窓口課（☎38-5807） 
●ごみの収集・処理、犬・猫などペットの死体処理、公害、
環境保全　等 
　環境保全課（☎38-5808） 
●保育園、児童福祉、児童手当　等 
　児童家庭課（☎38-5810） 
●市の税金　等 
　税務課（☎38-5806） 
●選挙、庁舎の管理、交通安全対策、防犯対策　等 
　行政課（☎38-5804） 
●高齢者福祉、障害者福祉、生活保護、介護保険　等 
　介護福祉課（☎38-5809、38-5811） 
●道路・水路・公園の整備、土地改良、都市計画、緑化、
市営住宅　等 
　都市整備課（☎38-5813、38-5814） 
●定額給付金（☎66-4455） 




